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【問題・目的】 

 従来、重度障害児・者の心理状態や学習の評価は経験豊

富で鋭い観察眼をもった熟達者や保護者に依るところが大

きく、経験の浅い教員などの関わり手において「子どもを

どのように理解したらいいのかわからない」といった悩み

や指導に対する自信が高まらないといった問題につながっ

ている。この問題に対しては生体情報を用いた方法による

アプローチが試みられているが、静止状態や特別な手続き

を必要とするため教育活動の延長上に置く上での課題が残

されている。そこで、筆者は近年一般に普及し始めている

ウェアラブル生体情報センサに着目し、心理状態の把握や

学習効果の評価に用いる方法を開発することにした。 

 本発表は 2019～2021 年度までの研究計画の内、1 年目

の成果として①重度・重複障害者がデバイスを使用する中

で見えてきた使用可能性と課題、②表情や行動と同時に生

理指標(心拍数)を参照できる映像の 2 点を報告し、ウェア

ラブルデバイスの可能性と今後の課題について考察する。 

【方法】 

①対象：知的障害がある人 6 名(内訳：知的障害と肢体不自

由の重複 3 名、知的障害・自閉スペクトラム症 1 名、知

的障害 2 名、療育手帳の区分は 6 名ともA(重度)である。 

②使用する機器とアプリケーション 

Garmin vivosmart4 腕時計型デバイス 

  心拍数や歩数などの活動量や睡眠を計測 

 Garmin VIRB ULTRA 30 カメラ 

  腕時計型デバイスと同期して心拍数などを保存 

  Garmin VIRB Edit 映像編集アプリケーション 

  カメラの映像と各種データから映像を編集 

 Garmin Connect データ参照アプリケーション 

  活動量・心拍数・ストレスレベル・睡眠などを表示 

③調査期間：X 年 Y 月～(5 カ月間) 

  5 ヵ月間、充電や入浴の時間以外は腕に着けた状態で

生活している。また、保護者には測定されたデータをす

ぐに参照して生活に活かせるよう、データ参照のための

アプリケーションを個人のスマートフォンにダウンロー

ド・設定し、使い方のオリエンテーションを行った。 

  調査期間内に実施された療育キャンプでは、データの

測定と並行して、専用のカメラを使って療育活動の様子

を撮影した。その後、映像編集アプリケーションによっ

て心拍数が表示されるように編集し映像を作成した。 

④調査内容：インタビュー調査(保護者 6 名対象) 

(1)日常的にデータを参照することで気づいたこと 

(2)デバイスを身に着けて生じたインシデント 

⑤作成した映像：重度・重複障害がある人のリハビリテー

ションにおける、心拍変動が数字で表示される映像。 

⑥倫理的配慮：熊本大学教育学部の倫理審査を受け、承認

を得ている。また、研究協力者の保護者に対して研究の

目的と倫理的配慮について説明し同意を得た。保護者の

同意があっても、本人が不安を示した場合には同意して

いないものとした(上記の 6 名以外の 2 名)。 

【結果】 

①デバイス使用の効果とインシデント 

(1)日常的にデータを参照することで気づいたこと 

日常的にストレスは高い状態にあることが確認できた。 

 ストレスの少ないかかわりは検討の余地がある。 

 予想していたが睡眠時間が短いことがはっきりわかった。 

夜中に起きていることがあることがわかった。 

寝ていてもストレス値が高い時があることがわかった。 

 散歩をすると活動量が数字で表示されるので励みになる。 

(2)報告されたインシデント 

 使用開始初期に手首の皮膚が赤くなることがあった。 

時々自分で触っている様子があり、設定が変わってしま

っていないか心配(特に問題はない)。 

興奮が高まって動きが多くなっている時はストレスでは

なく運動として認識されていた(状態の誤認)。 

 夜中に外そうとしていたが、外し方がわからず引っ張り

上げて締め付けるような状態になっていた(※使用中断)。  

②表情や行動と同時に心拍数を参照できる映像の作成 

 ウェアラブルデバイスで測定されたデータを専用のカメ

ラと動画編集ソフトを用いて映像の表示されるように編集

した。支援者の関わり、本人の表情や行動と一緒に心拍反

応を見ることで、本人の心理的な緊張・興奮状態の変化や

支援者のかかわりの影響を推測することができる。下図は

編集された映像の

一部である。 

今後は、心理状

態を客観的に捉え

つつ、関わり方の

振り返りや、教育

効果の検証に使用

する予定である。 

【考察】 

デバイスとアプリケーションによって各種の生体情報が

可視化され、これまで保護者は感じ取っていたものの客観

的に知ることができなかった活動量・睡眠・ストレスの状

態などが共有できる可能性があることが見えてきた。一方

で、デバイスを日常的に着けることについては、かぶれが

生じる場合や、手首に慣れない物を着けることへの不安が

生じる場合を想定して導入・フォローする必要がある。加

えて、本人は強い不安を示して対象とはならなかったが、

心理状態などを知りたいという保護者のニーズもあるため、

本人に不安のない多様な型のデバイスを検討していきたい。 

 最後に、本研究の中で作成した心拍数が表示される映像

は、障害児・者へのかかわりの検討や、教育効果などを評

価する上で効果的ではないかと考えている。今後、実践の

検討や評価における効果的な活用について検討したい。 
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